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自治体SDGsモデル事業の概要（現状と課題）

1 経済

・働く場の不足

・地域産業の衰退

・観光資源の活用不足

2 社会

・まちの低密度化

・コミュニティの衰退

・高齢化の進展

3 環境

・海の汚染

・異常気象による自然災害の頻発

稼ぐ力と地域価値の向上

コンパクトシティ、高齢者福祉、教育

環境保全、地球温暖化の緩和と適応

・空き家の増加

・担い手不足
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自治体SDGsモデル事業の概要（世界遺産×SDGｓでむなかた再生）

三側面をつなぐ統合的取組

世界遺産×ＳＤＧｓで
まちなか再生

経済 社会

環境

・観光DMOの構築

・官民連携による創業支援

・農を支える担い手育成

・農産物のブランド化

・農水産物の付加価値向上

・既存ストックや空き家の利活用の推進

・都市機能と居住の誘導

・歩いて暮らせるまちづくり

・コミュニティの再構築

・世界遺産学習を核としたふるさと学習

・高齢者の生き生き健康づくり

・森里川海づくりの環境教育

・漁場の再生と水産資源の回復

・海洋ゴミの回収・再利用の検討

・環境保全活動の拡大とネットワーク化

・国土強靭化地域計画の推進

・登録認証制度の導入によるSDGsの推進

多様な世代が生き生きと暮らせる持続可能な地域循環共生社会の形成 3



三側面をつなぐ統合的取組（補助対象事業の概要）

全ての人が自分らしい生活を送ることができる社会の実現取組目標

・ゴミの投棄や文化財のき損

・担い手不足

・空き地、空き家の増加

・医療費、介護保険料負担の増大

課題

統合的取組

①世界遺産の保存・活用でまちなか誘導 ②トレファームで健康長寿 ③宗像国際環境100人会議 ④ i-都市再生でまちづくり
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①世界遺産の保存と活用でまちなか誘導（三側面をつなぐ統合的取組）

写真

まちなか暮らし体験メニュー世界遺産への来訪

宗像版DMOが「暮らし体験」「環境保全活動」「企業・創業」をコーディネート

宗像版DMO

世界遺産の海を守る活動
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②トレファームで健康長寿（三側面をつなぐ統合的取組）

UR
日の里団地

トレファーム®× ＝ 生きがいづくり
コミュニティ再構築
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③宗像国際環境100人会議（三側面をつなぐ統合的取組）

海をメインテーマに世界の各分野で活躍するリーダーや学識者、企業、NPO、学生たちが集まり、

地球環境問題について解決策を協議するシンポジウム。

2019年の会議テーマは「常若（とこわか）」。

SDGsの思想や概念を、“衰えることなく、常に若々しくあれ”という常若の思想に置き換え、宗像から

世界に発信し、持続可能な未来の創造に向けて取り組んだ。
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④i-都市再生のまちづくり（三側面をつなぐ統合的取組）

― 「i-都市再生」 が学校教育を変える ―
ｉ-都市再生データを活用した地域学習のコンテンツを
使った授業を教員向け研究発表会で実践発表

まちづくりシミュレータソフトで「i-都市再生」データを
読込み、地域を学べる仕組みを中学校社会科の授業で実践
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三側面をつなぐ統合的取組

世界遺産×ＳＤＧｓで
まちなか再生

経済 社会

環境

経済、社会、環境の各側面の相乗効果

国内外の情報発信 観光DMOの取組み

環
境
保
全
活
動

環境保全活動への参加

きれいになった海岸

関係人口の増加 観光DMOの取組み

高
齢
者
の
生
き
生
き

健
康
づ
く
り

宗像国際環境１００人会議

全体のごみが減少

トレファームで健康長寿

地域経済の活性化
コミュニティの創出

国土強靭化地域計画の推進

浸水想定区域人口の可視化

観光客のまちなか誘導
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自律的好循環の具体化に向けた事業の実施

保全 活用

① 保全・活用の好循環

② まちなかの
好循環

④ まちなか・郊外の活性化から
世界遺産保全へつながる好循環

農漁村部の
賑わい創出

農漁村部の
魅力向上

共感人口・定住
人口の増加

③ 農漁村部の
好循環

まちの
賑わい向上

経済の発展
共感人口・定住
人口の増加

登録・認証制度の導入

金融機関との連携

SDGsの推進に積極的に取り組む地域事業
者を対象として登録・認証制度を導入し、宗
像国際環境100人会議等で地域事業者の
事業の成長をサポートする地域金融機関を
表彰する。

「SDGsの推進が、自律した地域経済につながる」仕組みを構築する

株式会社福岡銀行をはじめとする地域金融
機関が、登録・認証を受けた地域事業者へ
の伴走型支援体制を構築し、低金利での投
融資等、サポートを行う。これによりSDGｓの
推進が資金の還流と再投資を促すことで、
地域を活性化し、好循環が形成される。
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